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予約期間亀決め得る予約可能な最適停止問題  

02202090   愛知大学 斎藤毅 SAITOTsuyoshi   

皿．過去の研究と本研究のモデル   

筆者はこれまで，最適停止問題に「予約」という概念を導入した場合の最適行動の変化に関心を持  

ち，①一度予約したオファーは常にリコール可能【1】，②予約は一定期間のみ有効【礼③探索終了後の  

残存期間に価値を認める【3】，の3モデルを研究してきた．しかしいずれのモデルにおいても，意思決  

定者はオファーを予約するかどうかを決めることはできても，その期間を決めることはできないと仮定  

していた．そこで今回の研究においてはこの仮定を外し，予約期間も決定項目とするモデルを考える．   

意思決定者は今からf期間内にオファーを1つ採択せねばならない．オファーの価値分布は既知のダ，  
価値は最低α≧0，最高あ＜∞，平均〃とする・オファーは時点（期間と期間の境界点）ごとに1つ現れ  

得るが，オファーを現すためには探索費用β＞0をその都度投資しておく必要がある．現れたオファー  

をパスしたり採択したりできるのはもちろんのこと，本研究ではた期間以内の任意の期間の予約を認め  

る．すなわちオファーぴ（価値ひのオファー）に対し，その価値wと予約期間‘（≦た）に応じた予約費用  

γ（叫g）を投ずれば，それ以降のJ期間内ならばいつでもそのオファーひをリコールすることができる．  

なお，予約しなかったオファーはその後リコールできず，予約はしてもリコールはしなかったオファー  

に投じた予約費用は返還されず，予約費用はオファー価値と予約期間の増加関数であるとする．   

彼の目的は今後の総割引期待利益の最大化であり，各時点において，その時点で現れたオファーを  

カレントオファー（currento鮎r），その時点で予約が有効なオファーの中で最大価値を持つものをリー  

ディングオファー（1eadingo鮎r）と定義する．すると最終時点を除く各時点において，彼が下すべき決  

定は次の4つのいずれかである：1．カレントオファーの採択（ÅS），2・カレントオファーの予約（RC），3・  

リーディングオファーの採択（PS），4・単に次のオファーを求める（PC）・なお，各決定の記号はAccq）t，  

Reserve，Pass－uP，Stop，Continueからつけたものである．決定RCを採る場合，予約期間（reserving  
duration）も決定せねばならない．また，最終時点において採り得るのは決定AS又はPSのみである・   

このモデルにおける最適決定ルールの特徴の1つは「リーディングオファーは明日もまだリコールで  

きるという状況ならば，今日はリコールすべきではない」というものである．これは予約期間を選べな  

いモデル【2jの結論と同じである．   

2。最適方程式   

現時点から豆期前に現れたオファーを霊iと表すと，予約可能期間は最大でた期間のため，予約が有効  

たり得るオファーの系列は∬＝（∬1，∬2，‥・，∬た）と表せ，これを履歴ベクトルと呼ぶ（この他のオファー  

は確実にリコール不可能である）．オファー∬たは現時点で予約が有効としても必ず満期を迎えているた  

め，y＝（∬1，£2，…，エた＿1）が次時点でも予約が有効たり得るオファーの系列である・したがってカレ  

ントオファーをひとすると，次時点における履歴ベクトルは（町野）＝（叫エ1，ご2，‥・，恥一1）となる・   

オファー〇iの予約期間の残存分を鴎と表し，戎＝（dl，d2，‥・，dた）を期間ベクトルと呼び，C＝  

（dl，d2，…，dた＿1）とする．現時点でオファーご豆の予約があと琉期間有効ならば，次時点における予約  
の残存期数は鴎－1となるため，カレントオファーを～期間予約したとすると，次時点における期間ベ  
クトルは（J，C卜皿＝（g－1，dl－1，d2－1，‥・，dト1－1）となる・決定PCを採った場合に酎＝0と考  
えればよい．またd豆＜0の場合，Id巾こは意味がなく，単にオファー∬壱はリコール不可能であるとい  

う事実を示すに過ぎない．   

ここで∂£を，琉≧0ならば∂る＝1，d盲＜0ならばあ＝0と定義すると，リーディングオファー£は  
金＝maX（毎1，∂2∬2，‥・，∂たエた）と表すことができる・  
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さて，現在は時点t≧0，履歴ベクトルは‡，期間ベクトルはd，カレントオファーはwとし，以降  

を最適決定ルールに従った場合の最大総割引期待利益を叫（（礼㌧諾）；d）とすると，勒（（乱㌧諾）；d）は  

AS：ぴ，  

RC ‥ －γ（叫り＊卜β＋動ト1（（乱㌧y）；（り＊，Cト1），  

PS：エ，  

PC：－β＋釣上－1（（乱＼封）；（0，C）－1）  

祝f（（乱㌧訂）；d）＝maX  ， 亡≧0，（2・1）  

と表すことができる．ここで，  

上わ  
叫（諾；d）＝  叫（（乱㌧諾）；d）dF（可，f≧0； 仇」（諾；d）＝－∞．  

り＊＝arg票晋（－r（叫g卜β＋β恥1（（叫y）；（g，C卜1））・  

3．最適決定ルールと主な特徴   

採り得る4決定（AS，RC，PS，PC）のいずれが最適決定であるかを決める際，（1）カレントオファー  

をパスするか否かを決め，（2－1）パスしない場合にはそれを採択して探索を終了するか予約して続行す  

るかを決め，（2－2）パスする場合にはリーディングオファーをリコールして探索を終了するかリコール  

せずに続行するかを決める，という2段階を踏む方法が考えられる．与えられた諾とdの下で，パス  

すべきではないカレントオファーの集合をWi（諾，d），オファーご‘をリコールすること・としないことが  

無差別となるごiの値をβ施，d），オファーんを採択することと予約することが無差別となるぴの値を  
人士（臥d）とすると，時点fにおける最適決定ルールは次のように表すことができる：   

a）ひ∈l砺（〇，d）のとき，   

1・入電（肌d）＜ひならば決定AS（カレントオファーWの採択）．  

2・ひ≦人士（臥d）ならば決定RC（カレントオファーひを叩＊期間予約）．   

b）ひ¢l砺（〇，d）のとき，  

3・β圭（〇五，d）＜訂i＝立となるごiがあれば決定PS（リーディングオファー盆のリコール）．  

4・全てのご‘でごi≦β至極わd）ならば決定PC（単なる探索続行）．  

このルールの主な特徴を整理すると，  

①「リーディングオファーは，明日もまだリコールできる」という状況ならば，今日はリコールし  

てはならない．すなわち，リーディングオファーをリコールすることが最適決定となり得るのは   

リーディングオファーの予約が満期を迎えている時点のみである．  

②－β＋β〃≦αならば，探索開始直後に現れたオファーを採択して探索を終了せよ．  

これらは［2】のモデルにおける最適決定ルールの特徴と等しく，【1】と【3】のものともほぼ同一である・  

すなわち，リーディングオファーの予約が有効な限りはオファー探索を続行すべきであるという特徴  

は，予約期間の長さやその決定権の有無に関わらず，予約が可能な最適停止問題に備わる基幹的な特徴  

と言うことができる．   
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